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試験の背景

ISO12944規格に代表される「海洋鋼構造物防食塗装」の複合環境サイクル試験を行います。

洋上風力発電などの長寿命防食塗装向け
複合環境サイクル試験 （ISO12944規格など）

Cat.No 3E2J-131-00-210121

世界的なエネルギー資源需要の増加に伴う海洋石油・ガス・鉱物資源の開発に加え、温暖化ガス排出削減に向けた洋上
風力発電などもあり、海洋開発への注目が高まっています。洋上設備は立地条件から陸上に比べ非常に厳しい使用環境
に晒されることから、洋上設備の防食塗装には長寿命・高耐久性が求められます。そのため、品質確認試験も様々な複合
環境サイクル（例：光照射＋塩水噴霧＋低温放置）による高ストレス付与が必要で、また長時間を要します。
当社では海洋鋼構造物防食塗装の様々な環境耐久試験とともに、試験後の各種性能評価をお引き受けしています。

腐食部の元素マッピング分析例（EDX元素分析）

試験の条件例

性能評価例

● ISO 12944: 2018（鋼構造物及び関連構造物の保護塗装系 実験室性能試験方法） 付属書B サイクル促進試験

● 環境耐久試験後の各種性能評価も承っております。

①紫外線照射（紫外線蛍光ランプ式）
「UVA340ランプ、60±3℃、4時間」
⇔ 「暗黒結露、50±3℃、4時間」
計72時間

②塩水噴霧
中性塩水噴霧（35±2℃）
計72時間

③低温放置
－20±2℃
計24時間

（水洗あり）

大気腐食環境
カテゴリー

試験時間

C5
（沿岸）

2688時間
（16サイクル）

CX
（沖合/ オフショア）

4200時間
（25サイクル）

1サイクル＝168時間（7日間）

この他、種々の組み合わせ
評価試験が可能です。

調査項目 評価項目（一例）

外観調査 塗膜面の膨れ、錆、割れ、剥がれ、白亜化

付着性調査 クロスカット法、プルオフ法

色調調査 色差測定、光沢度測定

形態調査 偏光顕微鏡観察、光学顕微鏡観察、
走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡など

分析調査 EDX、X線回折、EPMA、蛍光X線、FT-IR、
イオンクロマトグラフィー、ガスクロマト質量分析など

反射電子像 元素：C 元素：O
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